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○ その後、取組の柱ごとに、現状・課題を整理し、目指す方向性をとりまとめる。

①乳幼児健診等の充実
・乳幼児発達相談体制の強化
・健診従事者に対する研修の実施

②発達支援の充実
・専門療育機関の設置
・親支援講座の実施

③教育・保育の充実（幼稚園・保育所）
・幼稚園教諭に対する研修の実施
・保育士に対する研修の実施
・巡回相談体制の強化
・支援手法の普及

①特別支援教育の充実
・ユニバーサルサポート事業（スクールアドバイザー）

・巡回相談体制の強化
・発達障がいサポート事業
・発達障がい研修支援事業

②発達支援の充実（再掲）
・専門療育機関の設置
・親支援講座の実施

③自立支援の充実
・ユニバーサルサポート事業（ジョブアドバイザー）

・児童養護施設等での発達障がい児自立支援

①自立支援の充実
・エルムおおさかによる発達支援

②就労支援の充実
・ エルムおおさかによる就労支援
・就業支援コーディネーターの配置

・ペアレント・トレーニング等親支援講座の実施
・ペアレント・メンター事業の実施

・

・後送診断体制の確保(後送・一次）

７　市民への啓発 ・発達障がいに関する理解の促進

乳
幼
児
期
か
ら
成
人
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
一
貫
し
た
発
達
障
が
い
者
支
援
体
制
の
構
築

】【 具体的取組

６　支援の引継のための取組 ・発達ノート、サポートブック

４　家族に対する支援

５　地域の相談支援の充実 エルムおおさかによる相談支援及び
地域サポート体制の強化

【 基本方針 】 】【 取組の柱

本指針は、保健・医療・福祉・教育・保育・労働等の各分野の関係者が本市の発達障がい者
支援の取組について共有し、連携を深めることにより、ライフステージに応じた一貫した支
援体制の構築を目指すことを目的に策定する。

本市発達障がい者支援指針（仮称）の策定準備について（案）

次回部会から本市発達障がい者支援指針（仮称）の検討を開始するため、事務局において、
まず次の項目により本市の発達障がい者支援の具体的取組について、概要・担当等をとりま
とめ提示する。

２　学齢期の支援の充実

３　成人期の支援の充実

１　早期発見から早期発達支援へ


